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1　概　　　　況

本市の自治体消防は、昭和23年3月の消防組織法施行に伴い、同年4月「熊本市消防本部」が設置され、ここ

に発足した。以来、市民の生命、財産を守り、安全で安心して生活できるまちづくりに貢献するため、制度や機

構の変遷を経て、今日、市民に最も身近な防災機関として、その負託に応えるべく日夜活動を続けている。しか

しながら社会情勢の変化は、生活ステージの中に様々な災害因子を増大させ、近年では、これまでにない複雑か

つ大規模な災害を発生させるに至り防災機関も新たな対応が迫られている。

消防局では、こうした状況を踏まえ、平成4年に「熊本市消防総合計画」を策定、 「安全で安心して暮らせる」

熊本市の実現を目指し、科学資機材の整備や隊員の高度な訓練等による消防活動能力の強化を図ることはもとよ

り、特に出火件数の多い住宅からの火災を防ぐため「住宅防火珍断」の実施による具体的な火災危険性の指摘、

指導や、地域の災害危険性の認識を目的とした住民参加による「我がまちウォッチング」の実施などきめ細かな

市民指導を展開するとともに、聴覚障害者のためのファクシミリや高齢者を対象とした緊急通報装置等多様な受

報体制を整備し、 「災害に強い都市体質の強化」に努めている。また、平成4年10月には、高度な応急処置のでき

る高規格救急車の運用を開始し、救急業務の資的向上を図る一方、救急車が到着するまでの空白の時間をなくす

ため「一世帯-救急貞」の養成を目的とした講習会を開催するなどの救急業務高度化事業を推進している.

一方、明治以来の歴史を持ち地域防災の担い手である消防団は、 3,485人の市民で構成され、常備消防と相互に

連携し、住民の安全確保活動に献身的な努力を懐けており、 3:り地域に密着した防災観織として重要な役割を果

たしている。
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(2)各種協定の状況

協定等の巷別 協定先の市町村等 業 務 の .種 類 締 結 年 月 日

熊本県市町村消防相互応 熊本県下全市町村 火災 .その他の災書 昭和46年 4 月 1 日
援協定 (救急を除 く)

九州自動車道における消 熊本県内の九州自動車 火災 .救急 昭和46年 6 月30 日
防相互応援協定 道沿線市町 .消防組合

新熊本空港 と熊本市の消
火救難活動に関する協定

熊本空港 火災 .救急 昭和46年 4 月 1 日

火災報知用専用直通電話

に関する協定

菊池西部地区消防組合
菊池南部消防組合
高遠原南消防潜.令

災書通報の転送 平成 2年 4 月 1 日

宇城広域消防組合 災害通報の転送 昭和61年 1 月27 日

熊本県地域救急医療情報 熊本県 情報センターの管理及び 昭和54年12月10 日
・fc 蝣-'タ- 々管理遷宮に
する協定

運営

都市ガス災害対策に関す 西部ガス株式会社熊本 都市ガスに関する火災 . 昭和58年10月2 1日
る申し合わせ 支店 爆発及び漏えい事故の防

止及び鋲圧

武蔵 ケ丘地区の消防相互 菊池西部地区消防組合 火災 平成 2年 4月 1 日
応援に関する覚書 菊池南部消防抱合

救急救助活動に関する消
防相互応援協定

牌本県下全市町村 救急救助活動 昭和61年12月 5 日

大規模特殊災害時におけ 各都道府県の市町村 調査.火災l救助.救急救 昭和62年 8月22 日
る広域航空消防応援 援出場(消防ヘ リの要諦)

海上における船舶火災の
消火活動に関する業務協
定

三角海上保安部 火災 .海難 .災害救助等 平成 4 年 5月 1 日

2　火　災　統　計

(1)火災発生状況
(平成4年)

区 分 也
火
件

火 災 種 別 ォ」
損
樵

り準.状 況 冗

者

負 .

傷

焼 損 面 横
損 専 横

(千 円 )
a 柿 革 船 そ 世 人 建 林
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の

. 也 敬 育 負 者 初
Cn i)

野
C b )

1 19 16 1 2 17 18 34 1 2 2 7 6 .5 3 5

2 ll 9 1 . 1 16 16 40 1 1 3 1 0 10 .3 96

3 2 2 18 4 33 2 0 5 1 1 85 3 9 ,6 89

4 12 10 2 14 13 28 2 1 3 26 6 ,7 08

5 18 l l 4 3 17 0 20 3 4 88 9 ,3 90

6 ll . 7 2 2 ll 2 5 1 1 88 4 ,2 63

7 9 8 1 10 6 23 3 2 99 13 ,6 72

8 9 5 1 3 ll 3 9 67 8 ,18 0

9 16 ll 3 2 12 8 91 1 4 2 70 13 ,6 72

10 1 0 7 1 2 14 7 2 1 1 18 6 18 ,0 72

l l 17 14 2 1 2 2 1 2. 40 8 9 1 19 ,6 42

12 23 19 2 2 2 4 15 38 5 7 5 63 13 ′5 01

It 177 13 5 1 2 1 20 20 1 126 33 1 l l 22 4 .5 00 10 16 0 .7 20

3 年 182 14 8 2 1 13 19 4 159 44 4 4 29 3 .54 7 2 11 9 ,8 8 2
( 1) (1) (1) ( 1) (1) (1 01 ) (57 8 )

2 142 10 7 2 2 2 l l 16 7 145 40 3 5 28 4 .98 8 2 7 17 2 ,95 6
C12 ) (9) ( 1) (1 ) ( 1) ( 13) (8 ) C3 4) C D ( 1) (59 8 ) (2 7) Cl 1 ,90 2)

1 29 1 10 9 10 18 8 14 1 40 7 3 28 5 .93 1 13 5 .4 5 6
7C C13 ) ( ll) (1 ) C D ( 17) (9 ) (2 5) ( 1) ( 1) と78 8 ) (18 ′6 3 8)
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167 13 4 1 17 15 19 1 179 56 1 14 3 1 5 ,79 9 2 2 0 9 ,5 0 2
(14 ) ( 12) (1 ) ( 1) ( 16) C10 ) (2 9) (3 ) (5 8 2 ) (1 9 .03 1)

(注)　(　　)内は旧受託町を再掲
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(2)原因別被害状況　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(単位千円)
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電 気 機 器 l l 6 ,9 2 2 3 5 0 3 1 0 i .i 9 10 ,9 1 9 1 6 2 ,2 0 8

焼 却 火 9 5 ,5 0 7 4 8 ,3 6 9 1 0 6 , 39 2 4 8 6 1 2 4 1 3

不 明 2 2 5 6 ′2 0 7 2 6 3 5 ′1 3 6 26 8 2 ,7 9 8 2 7 5 5 ,2 8 7 2 4 5 2 ,6 2 7

そ の 他 1 9 9 ,2 5 1 2 1 2 1 , 1 5 0 19 4 ,6 9 4 2 9 8 ′5 2 3 2 6 3 5 ,5 1 2
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1 6 7 2 0 9 ,5 0 2 .1 2 9 1 3 5 , 4 5 6 1 42 17 2 ,9 5 6 18 2 11 9 ,8 8 2 1 7 7 1 6 0 ,7 2 0

(1 4 ) ( 1 9 ,03 1) ( 1 3) ( 18 ′6 38 ) ( 12 ) ( l l ,9 0 2 ) (1 ) (5 7 8 )

(注)　(　)内は旧受託町を再掲
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3　救急・救助統計

(1 )救急活動の状況

(平成4年)
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9 999 3 236 15 14 100 10 14 492 115 544 418 962 80

10 1,079 1 291 14 8 117 ll 18 494 125 563 456 1 ,019 90
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3 年
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10 ,722 18 8 2 .705 153 158 992 124 131 5 ,069 1,364 5.8 50 4 ,4 31 10 ,28 1 8 21

17 151 (1) (1) し172) 18 14 84 (3) (ll) (319) (.921 (411) (30 1) (712) 38

(注)　(　　)内は旧受託町を再掲

(2)救助活動の状況
(平成4年)

事 故 火
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E3

よ よ び故 故 他

救助 出場件数
(件) 159 60 5 12 10 1 2 22 271

救助活動件数
(件) 55 3 1 5 8 9 1 1 8 一一8

敷 助 人 員
(人) 6 36 5 15 9 1 4 8 84
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4　消防広報

(1 )広報活動状況回数
(平成4年度)

車両に よ.る 防 火班指導 幼年消防 ク 少年消防 ク
防火広報 (救急法 、 ラブ指導 ラブ指導

琵変裂禁う . (左 同) (左 同)

16 ,447 363 681 185

(2)広域防災センター入館状況
(平成4年度)

団 体 I- 般 合 計

3 9 7団 体 2 4 ,6 1 3人 1 ,5 人 2 6 ′6 0 1人

(3)消防音楽隊活動状況
(平成4年)

消防関係 市 関 係 県 関 係 そ の 他 合 計

14 57 5 13 89

5　予　　　　防

(1 )危険物製造所等
(平5.4.1現在)

製 造 所 2

鰭

蕊

所

屋 内 貯 蔵 所 173

屋 外 タ ン ク 貯 蔵 所 56

屋 内 タ ン ク 貯 蔵 所 45

地 下 .タ ン ク 貯 蔵 所 402

簡 易 タ ン ク 貯 蔵 所 2

移 動 タ ン ク 貯 蔵 所 95

塵 gt: 貯 蔵 所 23

小 計 796

敬

級

所

給 油 取 扱 所 445

販 売 取 扱 所 9

一 般 取 扱 所 15 5

み な し 移 送 取 扱 所 -

小 計 60 9

総 計 1′40 7

(2)同意建物工事別件数(消防法第7条)

種 別

年 度
新 築 増 築 改 築 移 転 庖 繕 模様替え 用途変更 計画変更 合 計

63
2 ,514
(15 6)

335
(36 )

1 1 1
9
(1)

65
2 ′926
(193)

2 ,60 4 245
2 2 4

25
50

2 .932
7G (22 2) (28) (3) と253)

2
2 ,43 4
(23 2]

3 23
(18)

5
(4) 2 6 10 36

2 ,816
(254)

3 2 ,063 250 3 2 2 10 7 2 ′337

4 2 ,257 30 1 3 3 4 13 6 2 .587

(荏) (　)内は旧受託町を再掲
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(3)防火対象物現況
(平5.4.1現在)

署 別

項 別

中 央 消 防 署 西 消 防 署 健 軍 消 防 署 汁
m

法 8 条 法 17粂 法 8 粂 法 17 条 法 8 条 法 17 粂 法 8 条 法 17条
指 定
( 1種

～ 3種 )

指 定

( 4 種 )

指 定
(1種

～ 3 種 )

指 定

( 4 種 )

指 定
( 1種

～ S糧 )

指 定

( 4 種 )

指 定
(1種

～ 3 種 )

指 定

( 4 種 )
書十

1

イ 劇 場 、 映 画 館 、 演 芸 場 1 5 5 l l l l

ロ 公 会 堂 、 集 会 場 20 2 5 8 22 1 6 7 9 76

o

イ
キ ャ バ レ ー、 カ フ ェ ー

ナ イ ト ク ラ ブ
3 2 3 2 5

ロ 遊 技 場 、 ダ ン ス ホ ー ル 3 0 1 3 9 39 2 10 8 3 1 1 1

3

イ 待 合 、 料 理 店 3 15 2 3 1 2 1 3 24

c 飲 食 店 5 2 s 154 16 1 14 2 2 3 2 0 46 3 66

4
百 貨 店 、 二 一 ケ ツ ト

展 /7 < 場
13 3 3 3 2 02 51 18 0 4 0 5 15 1 24 63 9

5

イ 旅 館 、 ホ テ ル 等 5 6 2 6 58 47 4 2 2 4 156 97 26 3

ロ -寄 宿 舎 、 共 同 住 宅 等 19 6 1 ,8 34 2 08 1 ,3 96 27 3 2 ,18 3 6 77 5 ,4 13 i,09 0

6

イ 病 院 、 砂 療 所 等 10 9 63 1 07 1 02 9 0 8 5 3 06 2 50 55 6

ーコ 福 祉 、 救 護 施 .設 等 5 0 8 3 2 6 3 1 196 3 19 9

ノ、 幼 稚 園 、 考 護 学 校 2 0 2 2 19 6 1 6 1

7 小 、中、高、大学 、各 種 学 校 72 2 7 2 6 1 2 2 05 4 20 9

8 図 書 館 、 博 物 館 4 5 1 10 10

9

イ 蒸 気 、 熱 気 浴 場 3 5 ll 1 1 36 12 48

ロ イ 以 外 の 公 衆 浴 場 o 14 1 ll 10 3 3 5 38

10 停 車 場 1 3 2 1 3 4 7

ll 神 社 、 . 寺 院 、 教 会 16 16 3 4 2 1 12 l l 6 2 48 110

12

イ 工 場 、 . 作 莱 場 2 6 15 1 6 9 3 73 25 22 2 12 0 7 4 6 8 66

ロ 映 画 、 テ レ ビ ス タ ジ オ

13

イ s * ォ 4 l l . . 6 45 1 2 2 ll 78 8 9

ロ 格 . 納 庫

14 倉 庫 3 138 26 44 2 12 3 6 2 4 1 9 42 98 3

15
前 各 号 に 該 当 し な い

事 業 所 13 2 188 18 4 22 2 13 4 2 6 1 4 50 6 7 1 1 ,12 1

16 】
イ 複 合 用 途 3 63 17 1 49 0 16 8 3 2 3 2 16 1 ,1 76 5 55 1 ,73 1

ーコ イ 以 外 の 複 合 用 途 78 2 15 6 6 19 3 8 6 2 86 2 30 6 94 92 4

16の2) 地 下 街

17 重 要 文 化 財 3 2 1 2 2 1 6 5 ll

18 ア ー ケ ー ド 2 4 2 8 8

合 計 1 ′3 73 コ,S7 6 1 .9 13 3 ′118 1.5 08 3 ,7 58 4 .7 94 9 .75 2 14 ,5 4 6

(注)　法8条指定　防火管理者を必要とする防火対象物(1奄～3種)
法17粂指定　消防用設備等を必要とする防火対象物で防火管理者を必要としないもの(4種)
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(4)中高層建築物の現況
(平4. 6.30現在)

階 数

防火対象物別

4 5 b 7 8 9 10 ll 12 13 14 15 25 計

蓋喜

をの

15 m

* m

15 m
以 上

31 m
未 満

ュlm

を超

え る

もの

1
イ 劇 場、 映 画館 、 演芸 場 3 2 5 1 1 4

ロ 公 会 堂 、 集 会 場 2 1 3 1 1 2

2

イ
キ ャバ レー、 カフ ェI

ナ イ ト ク ラ ブ
1 1 2 1 1

ロ 遊 技場 、ーダ ソス ホ ール 5 3 2 2 1 13 3 4 9

3
イ 待 合 、 料 理 店 1 1 2 1 1

蝪 飲 食 店 32 29 13 2 2 2 7 87 44 29 56 2

4
百 貨 店 、 7- ー ケ ツ ト

展 不 場
45 17 7 3 1 73 2- 36 37

5

イ 来 館 、 ホ テ ル 31 13 15 17 4 3 8 4 2 1 98 28 26 63 9

ロ 共 同 住 宅 、 寄 宿 舎 7 79 6 23 69 68 62 39 33 32 6 5 12 1,728 31 1,3 10 386 32

6

イ 柄 . 院 、 静 療 所 Ill 43 30 14 8 3 1 210 30 100 107 3

ロ 福 祉 、 救 護 施 設 6 1 7 1 5 2

ノ、 幼 稚 囲

7
小 、 中 、 高 、 大 学 、

各 種 学 校
91 22 ll 2 1 1 1 12g ll 34 92 3

8 図 書 館、博 .物 館 3 3 3

9
イ 蒸 気、熱 気 浴 場 23 3 3 1 i 31 5 19 12

ロ イ 以 外 の 公 衆 浴 場

10 ォ

ll 神 社 、 寺院 、 教会 3 3 2 1

12
イ 工 場 、 作 業 場 14 3 3 2 22 5 6 16

ロ 映画 、 テ レビス タ ジオ

13
イ 車 庫 、 駐 車 場 3 2 3 1 9 2 4 5

n 格 納 庫

14 倉 庫 12 . 4 16 8 8

15
前 各 号 に 改 当 し な い

事 業 所 152 54 27 28 26 21 7. 1 2 1 1 1 3 21 67 108 189 24

16
イ 複 合 用 途 3 57 187 113 62 44 16 17 9 3 1 8 09 186 3 57 439 13

ロ イ 以 外 の 複 合 用 途 172 7 1 30 28 9 7 8 5 2 3 32 18 184 142 6

(16の2) *

17 重 要 文 化 財 1 1 1 3 3 3

合 計 1,8 47 1.080 327 2 31 158 93 80 52 16 6 14 1 1 3 ,9 06 458 2 ′236 1,578 92
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6　緊急通信状況
(平成4年)

着 信

種 別
1 1 9 番 警 察 電 話 加 入 電 話 か け つ け 自 己 覚 知 事 後 聞 知 そ の 他 合 計

火 災 6 33 9 9 4 25 3 6 83

救 急 13 .0 73 147 16 1 1 14 1 00 2弓 13 ,6 20

そ の 他 の 災 害 1 11 22 70 13 3 8 2 54

回 線 試 験 1 9 ,19 1 19 , 19 1

転 送 34 4 34 4

い た ず ら 1 ,74 4 1 .74 4

ま ち が い 2 ′7 37 2 66 3 ,00 3

病 院 紹 介 7 98 42 84 0

そ の 他 9 ,6 59 9 .65 9

着 信 合 計 4 8 .2 90 2 2 0 5 06 13 1 100 25 66 49 ,33 8

7　消防水利状況

(平5.4.1現在)

区 域

種 別

令

計

中 央 消 防 署 西 消 防 署 健 革 消 防 署

* 滞 也
棉

北 * 島 甫 田 小 川 飽天 河 本 也 託

署 * 田 as 暑 崎 熊
本

崎 良 尻
田

. 明
内 署 求 .麻

潤
火
栓

公 設 ll,43 9 1,019 515 345 738 35 0 4 98 5 29 7 97 661 67 1 94 5 29 8 125 1 ,687 876 1.385

私 設 129 26 ll 9 2 4 9 4 1 4 5 18 23 6 7

.防

V

水

そ

ラ

令

m

40 nf
以 上 258 4 8 6 17 27 14 19 6 3 14 37 37 25 16 2 5

20 ~ 40

rrf未満
164 2 7 3 15 6 7 14 1 12 4 10 46 16 7 14

臥

K

40 rf
以 上 140 3 2 2 ll q 9 3 0 4 1 12 1 16 14 2 6

20′、40

rrf未満
74 2 5 10 3 10 3 1 1 4 1 13 4 17

-f 138 2 1 4 6 10 4 7 3 7 6 8 6 9 2 2 9 7 9

池、 泉 水 等
JO rrf U . 上

?1 3 3 3 1 2 5 3 . 1

8　消　　防　　団

(1)組　　　　織 1団　　73分団(定員) 3,830人

市　長　　　消防団(団本部)

分団-部」:

(平5.4.1現在)

火先班

?SEi踊

警戒班

(団長-副団長) (分団長一割分団長) (部長) (班　長)
ll

熊本県消防協会
純本市支部
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(2)団員及び消防ポンプ数
(平5.4,1現在)

階 級 別 団 長 副 団 長 分 団 長 副 分 団 長 部 長 班 長 団 員 計
消防 ポ ンプ

自 動 車
小 型 動 力 ポ ンプ
付 積 載 車

小 型 動 力

ポ ソ ブ

現 在 数 1 10 73 73 145 4 27 2 ,7 56 3 ,485 4 122 67

(3)報酬及び費用弁償
(平5.4.1現在)

階 級 別 団 長 副 団 長 分 団 長 副 分 団 長 部 長 班 長 そ の 他
の 団 員

報 酬 年 額 (円 ) 5 9 ,0 00 47 ,0 00 3 5 ,00 0 2 9 ,0 00 22 ,00 0 2 1 ,0 00 20 ,00 0

区 分 費 . 用 弁 償 額 (円)

訓 練 出 動 1 回 につ き 2 ,20 0

研修 、 講 習 又は 訓 練 の た め本 県 消防 学 校 に 入校 した とき 日 額 1,00 0

(注)　水火災及び警戒出動に対しては交付金によって弁償(5年度予算額26,050千円)
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